
（様式２）        放射線等に関する教育実践事例 

学校番号・学校名 〈中・ 18 〉 いわき市立 内郷第二 中学校 

＜実施日＞    平成２７ 年 ２月 １０日（水） 

＜実践教科等＞  ※当てはまる番号に○を付けてください。４は（ ）に教科等を入れてください。 

１ 理科  ２ 学級活動  ３ 総合的な学習の時間  ４ その他（     ） 

＜実践内容＞ 

・除染情報プラザに連絡をとり、校庭の線量の測定や理科室での講義や霧箱の実験

を行った。 

 

（１）講師 東北大名誉教授 馬場 護様、除染情報プラザ職員（3名） 

 

（２）日程   

１０：００～１１：３０  校庭の線量の測定 

     １１：４０～１２：２０  理科室で講義（放射線について） 

     １３：３５～１５：２５  理科室で講義と実験（霧箱など） 

 

 

 

 

 

 

〈成果〉 

・校庭の線量を線量計を使って測定したが、初めての線量計測定で、生徒たちの興

味関心も高まり、また、身近な所でも放射線があることを知り、いい勉強ができ

た。 

 

・資料もとてもわかりやすく、放射線や放射性物質についての理解を深めることが

できた。 

 

・霧箱によって、放射線を視覚的にとらえることによって、驚きと日頃からそのよ

うな線が飛んでいることに気付けた。 

 

＜課題＞ 

・時間があらば、放射線の有用性や身近な物質からでる放射線についてもしること

ができるとよかったと思う。 

 

 

資料作成担当者職（教諭 ）氏名（ 深瀬 和  ） 学校電話番号（２６－３５２１ ） 

【 資料作成上の注意 】 

  １．平成２７年８月～平成２８年７月の実践についてまとめてください。 

 ２．提出期限の平成２８年８月１日（月）までに電子メールで送信してください。 

(送信先：kakuta-k@city.iwaki.fukushima.jp) 

mailto:kakuta-k@city.iwaki.fukushima.jp

